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第２四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

2023 年８月３日に公表いたしました 2024 年６月期第２四半期（累計）業績予想と、本日公表の
実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

記 
１．2024 年６月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績との差異 
 （2023 年７月１日～2023 年 12 月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 2,800 57 71 81 114.47 

実績値（Ｂ） 2,322 3 14 2 4.19 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 477 △ 53 △ 56 △ 78 

増減率（%） △ 17.1 △ 93.6 △ 79.5 △ 96.3 
(ご参考）前第２四半期実績

（2023年６月期第２四半期） 2,691 44 63 43 61.58 

２．2024 年６月期通期個別業績予想の修正 
 （2023 年７月１日～2024 年６月 30 日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 5,100 28 49 65 91.86 

今回発表予想（Ｂ） 4,616 3 20 5 7.07 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 484 △ 25 △ 29 △ 60 

増減率（%） △ 9.5 △ 89.3 △ 59.2 △ 92.3 
(ご参考）前期実績

（2023年６月期） 5,042 18 55 24 34.05 



３．差異及び業績予想修正の理由 
（第２四半期累計期間業績予想と実績の差異） 
売上高につきましては、国土交通省が発表している建築着工統計調査報告において、持家着工
戸数が７～12 月の累計期間前年比で 10％以上下落しており、依然として低い水準で推移してお
ります。また、円安・資源価格の高騰による住宅価格の上昇等、引き続き厳しい環境が続いてお
ります。当社としましては積極的な拡販に努めてまいりましたが、住宅着工件数の減少が大きく
影響し、前回発表予想を 477 百万円下回る 2,322 百万円となりました。 
利益面につきましては、原油価格高騰による製造コスト上昇や、円安による商品の仕入コスト
増加等に対して、販売価格への転嫁を行ってまいりました。しかし、売上高の減少の影響によ
り、いずれも前回発表予想を下回る営業利益 3百万円、経常利益 14百万円、四半期純利益 2百
万円となりました。 

（通期業績予想の修正） 
第２四半期累計期間の業況を踏まえ、業績予想を修正いたします。 

※上記の予想は、本資料発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、
実際の業績は今後の様々な要因によって、異なる可能性があります。 

以 上 


